
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

オ
セ
ロ
・
将
棋
大
会 

（
校
区
子
供
会
） 

時
は
７
月
３
日 

梅
雨
の
中
休
み
の
青
空
広
が
る

中
、
城
陽
校
区
子
ど
も
会
（
佐
々

木
圭
陽
会
長
）
主
催
の
『
校
区
オ

セ
ロ
将
棋
大
会
』
が
城
陽
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
人
数
制
限
の

為
、
保
護
者
の
観
覧
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
子
供
た
ち
の
元
気

な
笑
顔
が
集
ま
っ
て
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

勝
っ
て
ガ
ッ
ツ
、
負
け
て
悔
し

い
姿
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
貴
重

な
経
験
が
出
来
た
よ
う
で
す
。 

 

９
月
に
開
催
予
定
の
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
に
は
、
低
学
年
・
高
学

年
の
各
上
位
２
名
ず
つ
が
、
校
区

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
す
。 

 

頑
張
っ
て
ね
・
・
・
！ 

 

 四
万
六
千
日 

 

（
甲
阿
保) 

時
は
８
月
９
日
（
月
） 

 

甲
阿
保
自
治
会
（
鵜
飼
克
治
会

長
）
で
は
、
観
音
堂
に
お
い
て

「
四
万
六
千
日
」
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。 

参
列
者 

の
お
詣
り 

の
後
の
三 

木
孝
弘
副 

会
長
か
ら 

の
説
明
に 

よ
る
と
、 

「
四
万
六
千
日
」
は
観
音
さ
ま
の

縁
日
で
、
こ
の
日
に
観
音
さ
ま
に

お
詣
り
す
る
と
、
四
万
六
千
日
間

お
詣
り
し
た
の
と
同
じ
ご
利
益
が

あ
る
そ
う
で
す
。 

こ
の
行 

事
は
、 

甲
阿
保 

で
は
毎 

年
８
月 

９
日
と 

日
が
決 

め
ら
れ 

て
い
ま 

す
。 

   

 

 

 

 

  

 

 

        
祭
神
は
天
照
皇
大
神
。
「
播
州 

神
社
考
」
に
は
祭
神
と
し
て
「
天

照
皇
大
神
、
品
陀
別
命
、
天
兒
屋

根
命
、
伍
堂
社
」
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
創
建
年
代
や
由
緒
は
不
明

で
す
が
、
明
治
七
年
二
月
に
は
当

時
の
市
殿
村
（
い
ち
ど
の
む
ら
）

の
村
社
に
列
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

村
人
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
き

た
神
社
で
す
が
、
段
々
と
建
物
が

傾
く
な
ど
老
朽
化
が
進
み
、
明
治

百
年
の
記
念
事
業
と
し
て
復
興
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
昭
和
四
十
七

年
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

（
＊
市
殿
村
は
兵
庫
県
飾
磨
郡
に
あ
っ
た

村
で
、
市
之
郷
村
、
阿
保
村
、
神
屋
村
お

よ
び
国
府
寺
村
の
区
域
で
あ
っ
た
。） 

            

   

「
人
権
の
花
」
運
動 

時
は
７
月
15
日 

 

 

城
陽
幼
稚
園
（
二
見
裕
美

園
長
）
で
は
、
中
播
磨
人
権

啓
発
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

「
人
権
の
花
」
運
動
を
実
施

致
し
ま
し
た
。 

５
月
に
配
布
さ
れ
た
花
の

苗
な
ど
を
、
子
ど
も
た
ち
が

協
力
し
て
育
て
、
見
事
に
プ

ラ
ン
タ
ー
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
よ
り
多
く

の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
い

と
城
陽
公
民
館
へ
の
贈
呈
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
生
命
の
尊

さ
を
実
感
し
、
そ
の
豊
か
な

心
を
育
み
、
優
し
さ
と
思
い

や
り
の
心
を
体
得
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
子

供
た
ち
の
歌
声
と
出
席
者
の

感
謝
の
声
が
溢
れ
ま
し
た
。 

こ
の
模
様
は
姫
路
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｋ
）
で

放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

こ 

ぼ 

れ 

話

不
屈
の
金
メ
ダ
ル 

 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
下
で
、
一
年
延
期
に

な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
が
無
観
客
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
不
屈
の
精
神
こ
こ

に
あ
り
で
す
ね
。 

１
０
代
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金

メ
ダ
リ
ス
ト
続
出
で
す
。
凄
い

で
す
ね
！
輝
く
感
動
が
あ
り
ま

す
ね
。
い
い
で
す
ね 

優
れ
た
才
能
と
環
境
、
出
会

い
、
そ
し
て
夢
追
う
不
断
不
屈

の
努
力
の
賜
物
で
す
ね
。

 （
数
字
メ
モ
） 

参
加 

二
〇
五
の
国
・
地
域 

 
 

一
万
一
千
人
の
選
手 

日
本
の
メ
ダ
ル 

五
十
八
種
目

 

金

 
 

 
 

 
 

 

銀

 
 

 
 

 
 

 

銅

 
 

次
回
は
２
０
２
４
年
パ

 

♪
ど
ん
な
に
時
代
が
移
ろ
う
と 

ど
ん
な
に
世
界
が
変
わ
ろ
う
と 

人
の
心
は
変
わ
ら
な
い
♪ 

で
す
ね
。 

 

          

   
  

 

 

 

   

城陽地区連合自治会 

第
十
七
号

２０２１年９月発行 

藤井聡太のようになりたい！ 夢は世界一！ 

 

  

    
 

阿保神社 



夏
越

な

ご

し

の
祓

は
ら
え 

（北
条
） 

 

時
は
６
月
３
０
日 

北
条
天
満
宮
で
、
夏
越
の
祓

（
な
ご
し
の
は
ら
え
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

旧
暦
の
６
月 

末
に
行
わ
れ
、 

半
年
の
け
が
れ 

を
落
と
す
行
事 

で
後
の
半
年
の 

健
康
と
厄
除
を
祈
願
し
ま
す
。 

年
末
の
年
越
し
祓
と
対
に
な
る

大
切
な
節
目
の
（
心
身
を
清
め

て
、
お
盆
や
新
年
を
迎
え
る
）

行
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

湯 ゆ

立 だ
て

神
事 

（北
条
） 

時
は
７
月
４
日 

 

北
条
天
満
宮
で
、
湯
立
神
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
釜

に
お
湯
を
沸
か
し
、
笹
を
熱
湯

に
浸
し
て
そ
れ
を
身
に
か
け

て
、
そ
の
年
の
吉
凶
を
占
っ
た

り
、
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を

願
う
と
い
う
、
日
本
の
伝
統
的

な
神
楽
の
ひ
と
つ
で
す
。 

    

  七
夕
会 

 
 

 
 
 

（乙
阿
保
） 

時
は
７
月
１
０
日 

乙
阿
保
公
民
館
で
子
供
会
主
催

の
七
夕
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

約
８
０
名
の
子
供
達
が
参
加

し
ま
し
た
。 

会
場
に
は
自
治
会
が
手
配
し

た
笹
が
一
本
あ
り
ま
す
。
机
の

上
に
は
お
菓
子
な
ど
が
入
っ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
箱
が
あ
り
ま

す
。
子
供
た
ち
は
手
に
持
っ
た

紙
コ
ッ
プ
に
入
る
だ
け
の
お
菓

子
を
入
れ
ま
す
。
次
に
、
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
言
っ
て
立
て

か
け
た
紙
ボ
ー
ド(

仕
切
っ
て
数

字
が
書
か
れ
て
い
る)

に
向
か
っ

て
柔
ら
か
い
赤
と
緑
の
ボ
ー
ル

を
投
げ
て
ビ
ン
ゴ
に
な
る
と
、 

   

    

湯 ゆ

立 だ
て

て 
 

 

（南
条
） 

時
は
７
月
４
日 

大
歳
神
社
で
湯
立
の
神
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

 鬼
滅
の
刃
の
折
り
紙
が
も
ら
え
ま

す
。 

次
に
短
冊
に
願
い
事
を
書
き
ま

す
。
ど
ん
な
願
い
事
を
書
い
た
の

か
な
？ 

・
ス
ー
パ
ー
カ
ー
が
欲
し
い 

・
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い 

・
み
ん
な
が
健
康
で
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に 

・
Ｇ
Ｔ
Ｒ
に
の
り
た
い 

・
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
る
よ
う
に 

・
算
数
が
得
意
に
な
れ
ま
す
よ
う
に 

・
足
が
速
く
な
れ
る
よ
う
に 

・
コ
ロ
ナ
が
早
く
収
束
し
て
友
達
と
遊
び 

た
い 

       

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
関
係
で
、
缶
入
り
の
飲
み
物
と

カ
ッ
プ
で
す
く
っ
た
菓
子
類
を
渡

し
ま
し
た
。
密
に
な
る
の
を
避
け

て
、
人
数
の
制
限
を
し
な
が
ら
入

場
、
各
人
マ
ス
ク
着
用
で
の
七
夕

会
で
し
た
。 

 

   

湯 ゆ

立 だ
て

て 
 

（甲
阿
保
） 

時
は
７
月
４
日 

阿
保
神
社
で
湯
立
の
神
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

夏
祭
り 

 

（旧
芝
原
村
） 

（
豊
沢
町
・東
ヶ
丘
・南
駅
前
町
） 

時
は
７
月
４
日 

 

春
日
神
社
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
規
模
を
縮
小
し
、
役
員

さ
ん
だ
け
に
お
集
ま
り
頂
き
、

夏
祭
り
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

              

め
ば
え
・赤
ち
ゃ
ん
会 

(

城
陽
公
民
館) 

時
は
７
月
１
５
日 

 

姫
路
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
子

育
て
支
援
事
業
『
子
育
て
広
場
め

ば
え
・
赤
ち
ゃ
ん
会
』
（
内
田
光

子
代
表
）
が
城
陽
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
お
も
ち
ゃ
遊
び
や
手
形
ア

ー
ト
等
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

『
子
育
て
広
場
』
は
若
い
お
母
さ

ん
方
が
地
域
で
気
楽
に
集
え
、
友

達
作
り
や
子
育
て
の
悩
み
・
ス
ト

レ
ス
等
の
軽
減
が
主
な
目
的
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

    
   

 

湯
立
て
祭
り 

 

（乙
阿
保
） 

時
は
７
月
４
日 

 

宇
賀
神
社
で
湯
立
祭
り
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
子
供
達

も
す
ぐ 

に
慣
れ 

て
釜
に 

近
づ
い 

て
き
ま 

し
た
。 

 

 

 

近
年
、
笹
の
確
保
と
薪
の
確

保
に
苦
労
し
て
ま
す
。
（
役
員

の
つ
ぶ
や
き
） 

 

 

 

 
 

 
 

               

今
回
は
９
組
の
親
子
と
先
生
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
合
わ
せ
て
２

３
名
の
参
加
で
し
た
。 

 

尚
、
小
学
校
就
学
前
の
子

供
・
保
護
者
対
象
の
『
め
ば

え
』
は
第
一
木
曜
日
『
赤
ち
ゃ

ん
会
』
は
第
三
木
曜
日
の
午
前

十
時
か
ら
で
す
。
奮
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
ね
。 

●
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
は
城
陽
公
民
館
、 

又
は 

三
木
歩
ま
で
。 

m
eb
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